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の感謝を捧げたり新年

りとも言うようです。

いてみると式内和泉五社の
仰 の本社とされるそうです。

その昔日本武尊が東夷征討の帰途伊勢で亡くなりその

屍は白鳥となり飛去り大和国琴引戻から河内国古市を
経由しこの地に留り大鳥大社を建立したといわれます。

大鳥大社は古くから文武の神として崇められ平清盛一

重盛父子も平治元年（1159）に熊野参詣の途中立寄り
和歌を詠み清盛の和歌はこれ以外なく貴重だそうです。

“かよいこぞよ帰りはてなは飛びかけり

育み立てよ大鳥の神”

m心をこめて、確かな住い造りを！
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屋根の野地板は杉の5分板を張り内部の

床板は杉板の厚まhmと桧板を使用しま

した。一般の合板フロアー板と比較した

ら割高ではありますが肌さわりがソフト

で温かみがあります。日本国内には山ほ

ど杉の木に桧の木が抱負にあるにもかか

わらず相変わらず高価な商品になってい
るのか現状で残念ですね。
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クロス屋の前田です
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〒593－8315大阪府堺市西区蓑木4丁2722－1
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禁書　いけだ康工務店匠
2線建築設計事務所

http：／／wJWikOdakorTut肌CO汀／

無料電話012｝08T3166

☆お家のことで悩んでおられるお友達やお知り合い肌いらしたら　ぜひこの「やすらぎ遠心」を見せてあげていただけませんれ


